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 いつも GLOBEPROJECT にご支援いただきまことに有り難うございます。 

２００８年８月１８日より１０日間、GLOBEPROJECT は学生のメンバー２１名にいつも大会にゲ

スト出演していただいている球舞のインディさんを加えた２２名で、タイ・カンボジア現地視察を行い

ました。 

GLOBEPROJECT は発足当初、昨年の５回の大会の開催と現地視察で終了の短期限定プロジェクト

でした。しかし現地視察後に二年目以降も組織として活動を続けていく方針を固め、多くの方々のご支

援をいただきながら今まで活動を続けてまいりました。また、現地視察は毎年、関っている学生メンバ

ー全員で行くものと決めました。自分たちが行っている活動が現地でどのようになっているのか、自分

の目で見てくることが大切だと思います。 

渡航中は去年と同様に、私たちの寄付先であるタイ・カンボジア国境付近の地雷除去団体 PRO の方

にお世話になりました。PRO の方とは、お互い大変良い関係を築かせていただいています。現地では

地雷除去の説明、被害者の方へのインタビュー、地元の学校訪問、サッカー交流などの様々な活通し、

私たちの行っている活動の意義を見つめなおすことができました。 

現地に行ったメンバー全員がそれぞれたくさんの現実に触れ、たくさんの事を感じ、メンバー同士で

対話を重ね、自分たちに何が出来るのか、何をしていくべきなのかということを考えました。プロジェ

クトの成と果を現地の実情を自らの目で確認し、今後何をしていくべきかを考える大変意義のある時間

を送れました。 

日ごろ日本で当団体にご支援頂いている皆様には、今年もこのようなかたちで現地視察を行えたこと

に対し、メンバー一同心より感謝しております。 

どうぞ今後とも GLOBEPROJECT をよろしくお願いします。 
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. 2008 GLOBE PROJECT   
 

【日程】 

 8 月 18 日～27 日 

【訪問先】 

 タイ・カンボジア 

【人数】 

 ＧＬＯＢＥ ＰＲＯＪＥＣＴ 21 名 

 球舞 ＩＮＤＹ        1 名 

 

【スケジュール】 
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日程 活動内容 

18 日(月) 10 時 成田発 

14 時 バンコク(スワンナプーム空港)着 

19 日(火) 6 時 バンコク(ドムアン空港)発 

7 時 ウボンラチャタ二着 

         ～PRO と合流～ 

          PJ 説明・地雷除去デモンストレーション 

       地雷原見学 

20 日(水)  学校訪問 

21 日(木) 地雷被害者訪問 

スポーツ大会 

ＰＲＯ交流会 

22 日(金) ウボンラチャタ二ー → ポイペト 

    ～カンボジア入国～ 

 アラウンヤプラ―ト → シェムリアップ 

23 日(土) 自由行動 

24 日(日) 自由行動 

25 日(月) シェムリアップ → アラウンヤプラ―ト 

    ～カンボジア出国～ 

ポイペト → ウボンラチャタ二― 

26 日(火) 15 時 ウボンラチャタ二―発 

16 時 バンコク(ドムアン空港)着 

22 時 (スワンナプーム空港)発 

27 日(水) 6 時  成田着 



.   

 

 

 

 

地雷除去を専門として活動しているＮＧＯ団体、ＰＲＯ（Ｐeace Road Organization 財団）は、タイ・カ

ンボジア国境のカオプラヴィーハン遺跡において、約２７万㎡エリアの不発弾と対人用地雷の撤去プロジェ

クトを行っている。カオプラヴィーハン遺跡とは、9 世紀末に建造されたクメール寺院で、カンボジア領土

内に位置しているのだが、タイ側からでなければ遺跡に行くことができないという複雑な環境の地区である。

その一部には、カンボジア内戦でポル・ポト派の埋めた対人地雷や不発弾が未だ残されたままの状態となっ

ている。地域住民は今現在も地雷の被害に遭っている。 

ＰＲＯは Ruangrit 氏が代表を務めており、民間除去員は４３名、

内３人が女性である。２００４年６月に、カオプラヴィーハン地

区でＪＡＨＤＳ Pｒｏｊｅｃｔとして地雷除去のトレーニングコ

ースで学び、２年以上働いた後、チームとして熟練した技術を持

ち、日々活動を続けている。ＪＡＨＤＳとは、１９９８年に設立

された人道目的の地雷除去支援の会で、日本の政府化初援助（Ｏ

ＤＡ）が２００６年の活動終了まで、資金協力を行っていた。 

２００７年１２月には、日本政府と日本大使館、タイの草の根・人間の安全保障無償資金協力(GGP)からの補

助金を受けている。ＰＲＯの除去活動は、３５度以上の猛暑の中、除去員が重い装備に手作業でシャベルな

どの何種類もの道具を抱え、地面を這いつくばって少しずつ掘り進み、地雷を探していくという大変地道な

作業である。しっかりと訓練された地雷犬に、地雷の位置を火薬のにおいによって判別させている。現在Ｐ

ＲＯでは、４匹の地雷犬が彼らとともに、日々活動を続けている。しかし、草が生い茂っていて、地雷犬が

作業できないような土地では、２人１組になって、埋められている場所の予測不能な地雷を掘り起こす作業

を、１日６時間も行っている。そのときに進められる作業面積は、約１００㎡。通常のＧＬＯＢＥ ＣＵＰで

使用するコートのわずか６分の１にしかならないのである。平地の作業であれば、地雷除去機の活躍が期待

できるのであるが、谷間や山などの地域では機械が地雷原まで進めないため、人の手作業が不可欠となって

いる。 

ＧＬＯＢＥ ＰＲＯＪＥＣＴとの関係は、昨年の第４回大会から始まった。今回の渡航では、地雷撤去の

デモンストレーションしていただき、現場作業のリアルな地道さと大変さを知ることができた。また、現地

学校の交流を企画していただき、生活の細かいところまでも面倒を見てくださったため、有意儀な毎日を送

ってきた。そして、大会収益とクリック募金より、６３９, １６６円を直接寄付してくることができた。 
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４ 現地視察コンテンツ  

ᵑ  ♦⸗fi☻♩꜠כ◦ꜛfi  
 

 ８月１９日、バンコクのホテルを出発しウボン

へ。空港からは PROさんに用意していただいたバス

で、キャンプへと移動。地雷についての説明を受け

た後、地雷除去のデモンストレーションへと移りま

した。除去には、平地であれば協力関係にあるタイ

軍の犬が活躍します。犬が地雷の火薬のにおいを嗅

ぎつけ、そこを人が掘り起こして地雷を除去します。

しかし、犬が活躍するのは草や木が生い茂ってない

ところに限られます。それ以外のところは、２人１

組で人間が地道に作業を行っていきます。どのくら

いの面積を一日で処理できるのかと聞くと、２人で１日に１００㎡ほどしか除去できないということです。 

 

PROの方々の話を聞いていて、その昔、地雷を製造

したのがアメリカ軍であり、その後に地雷除去に関わ

る犬を教育するのもアメリカ軍であるという皮肉を感

じました。人が勝手に起こした戦争、その尻拭いをす

るのは結局、他のなにものでもなく私達人間・・・。

そのような認めたくない事実が自分の中に重くのしか

かってきました。 

そして、それほど高額な報酬を受けるわけではないに

も関わらず、なぜ彼らがこの危険な仕事を行っている

のか、その理由を尋ねた時に PROの方が言った何気な

い一言が最も印象的でした。「地雷があったら仕事ができないから、生活もできない。だから除去するんだ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-- 
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PRO さんから地雷除去のデモンストレーションを見せていただいたときに、まず初めに思ったのは 

「地雷除去というのはなんと地道で、根気のいる作業なんだろう」ということでした。 

充分に訓練を受けた除去員の方でも、１日に除去できる地雷は２、３つが限界。さらに、東南アジア特

有の暑い気候の中で作業をされていることを考えると、その作業の大変さが想像でき、本当に頭の下がる

思いがしました。 

僕は収益金を PRO さんに寄付すれば、まるで消しゴムで消していくかのように地雷がどんどんなってい

くように思っていたのかもしれません。しかし、けして、そんなことはありませんでした。 

僕ら GLOBE PROJECT の活動の先には、自分の命を危険にさらしながらも、こうして現地で地雷を１

つ１つ除去している人たちがいたのです。そのことは日本に帰ってからもけして忘れてはいけないと思い

ました。 (佐野 裕文) 

 



４ 現地視察コンテンツ 

ᵒ    
 8 月 19 日夕刻、ＰＲＯの方に案内され、地雷原を訪れました。

場所はＰＲＯの陣地からそう遠くはない森の中です。赤い標識

を見て、メンバーに緊張が走りました。日本の山の中と同じ様

な感じでした。違うのは地雷注意の赤い髑髏の標識があるとい

うことだけです。とても地雷が埋まっているという実感は湧き

ません。しかし、赤いマークより先に進めばそこには確かに地

雷が埋まっているのです。この場所でかつて戦闘が行われたと

は思えないほど静かな、普通の山中でした。 

 

その中にお寺があり、家がありました。そこに住まわれているお坊さんの家

であるそうです。地雷が埋まっているので、ほとんど人が来なくなってしまっ

たとおっしゃっていました。地雷原の中に住んでいるなんて、日本で暮らして

いる我々にとっては考えられないことです。しばらく歩くと大きな岩の家に塔

のようなものが立っていました。聞いてみると、ここで亡くなられた方のお墓

であることがわかりました。亡くなられたのはおばあさんで、地雷を踏んで亡

くなられたそうです。今は至るところにある地雷マークですが、実はこの赤い

警告マークは、その地域で誰かが被害に遭うまで設置されないのです。これは

未だにどこに地雷が埋まっているかわかっていないためです。 

 

そしてそんな場所まだたくさんあります。地雷がどこ

に埋まっているのかあいまいなまま、日々の糧を得るた

めに危険地域に入っていくのです。しかもそうして設置

された警告マークも、年月によって劣化し見えなくなっ

てしまうことも少なくないといいます。改めて地雷問題

の根の深さを実感することができました。 
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地雷原を見た素直な感想は「ほんとにここが地雷原なん？」それくらい普通の土地であった。変わっ

ている点といえばドクロマークがそこかしこにあるぐらいである。しかしよく考えてみるとこの普通

なことこそが地雷の恐ろしさを物語っているのだ。一見すると何の変哲もない土地を「歩く」という

人間として通常の動作をすることにより土地自体が悪魔となる。まさに「無言の兵器」。そのことを

痛烈に感じさせられた。もう一つこの地雷原ツアーで感じさせられたのはＰＲＯさんの意志の強さで

ある。私たちが行った地雷原の町には２５０人の住民が住んでおり、その中の一人がＰＲＯの職員と

して働いている。そのＰＲＯの職員が次のようにおっしゃっていた。「私たちＰＲＯは次のミッショ

ンとしてこの土地の地雷除去を計画しています。そして私は次のミッションを心待ちにしています。

なぜなら自分の町から地雷をなくすことができるのだから」私はこの話を聞いてグローブプロジェク

トがこのＰＲＯの職員の方の力に少しでもなればと思った。(トランディン英輝) 

 

 



４ 現地視察コンテンツ 

ᵓ    
 8 月 21 日の朝。前日の地元の学校の子供たちとスポ

ーツや文化交流を楽しんだ私たちは、再び「地雷」と

向き合うことになりました。車の荷台に揺られ、タイ

の心地よい風を感じながら PRO ビレッジの近くの集落

へと移動しました。到着すると、広場の真ん中にある

台の上に、６人が座っていました。彼らは、私たちが

到着したことに気づくとスッと裾をまくりあげます。

クリーム色をしたプラスチックの足。「ああ、地雷の被

害者なんだな」。アピールと言ってもいい行動に、僕ら

はこれから現実に向き合うんだということに気がつか

されました。 

 

 6 人の被害者の方に対して、僕らは 3 グループに別れてお話を聞きました。この話の中で思い知らされた

ことは、地雷が生活の中にあるのだ、ということ。あるメンバーは、「日本で言う交通事故にあう感覚に近い

のかもしれない」と、その感覚を説明していました。あ

る人は畑の近くで。ある人は森で。毎日のように仕事を

している最中に被害にあうのです。そして被害を受けた

としても、生活は続いていきます。彼らは被害にあった

後も仕事をしていたりします。「どの国の国境にも地雷

があるものだと思っていた」という被害者の方のコメン

トが、生活のすぐそばに地雷があるのだということを知

るには、私たちには十分すぎました。 

 その日の夜のミーティングでは、メンバー全員、うま

く言葉になっていませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 現地視察コンテンツ 
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地雷被害者の方のお話を聞くことは、この渡航のメインともいえる、他では絶対に経験できず、それでい

て活動を続けるに当たってどうしてもはずせない経験でした。しかし僕は、地雷被害者の方のお話を聞い

て、なにがなんだかわからなくなってしまいました。普段活動をしていると必ず被害者の方の事を考えま

すし、むしろそこに向かって活動をします。だからある程度いろんな意味で想定があったはずです。しか

しお話を聞きながら、僕は初めて思考の停止を感じました。言葉を、表情を読み取れなくなったのです。

バックグラウンドの欠如といえばいいのか、お話を聞きながら、自分の心にうまくおとせませんでした。

だからそれを言葉にすることも、今の僕にはなかなか難しいです。それほどの衝撃がそこにはありました。

ただひとつ言える事は、決してびっくりする程落ち込んでいるわけじゃない、ただ、その表情には言いよ

うもない陰を感じました。それを僕はなんとかしたいです。みんな同じ人間のはずです。仲間のあんな顔

を、僕は無垢な笑顔に変えたいと感じました。(福島 創太) 

 



４ 現地視察コンテンツ 

ᵔ    
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 8 月 21 日、現地到着後 3 日目、私たちは現地の中・高等

学校を訪問した。昨年に引き続き、手厚い歓迎を受けメン

バー一同感激。 

まずは民族舞踊、次にお祈りとさまざまな催しが続く。

お祈りでは、全員で同じ机に手を置き、急にお米をかけら

れ、腕に糸をまいてもらった。現地特有の歓迎の仕方だそ

うで、異文化に触れた瞬間だった。私たちはというと、球

舞 INDY さんのパフォーマンスで感謝の気持ちを示す。さ

すが INDY さん、かっこよく決めて下さった。 

 

 

 

 

 

 

 

現地のダンスを披露してくれる学生 

一通りパフォーマンスが終わった後は、生徒の皆さんが文化交流プログラムを準備してくれた。現地の料理

や、遊びを私たちに教えてくれた。まるで文化祭のような、そんな楽しい時間を過ごすことができた。 

昼食の後は待ちに待ったスポーツ大会。バレーボールに始まり、サッカーあり、竹馬あり、15 人 16 脚あり、

そして現地ならではのスポーツありと盛りだくさん。言葉など関係なく、とにかく全力で全員が楽しむ、そん

な光景を目の当たりにし、スポーツのチカラを再確認することができた。 

現地学生との集合写真 

 彼らが私たちを心をこめて歓迎してくれる理由。それ

は、ただただ歓迎したいからだそうだ。彼らは私たちが

PRO に支援しているからでもなく、日本人だからでも

ない。純粋に学校に遊びに来てくれたことを歓迎する。

忘れていた大切なことを思い出させてくれた。 

 現地の子供たちと思いっきり遊んで、体を動かして、

現地の子供たちと通じあうことができた、そんな一日だ

った。 

 

学校での１日は、体育祭と文化祭をいっぺんに行ったようなとても盛りだくさんの日でした。午前中の交

流会では、もう人生でこんなにもサインや写真を求められることはないだろうというくらい、生徒たちが

òサイン！写真！óと言って駆け寄ってきました。恥ずかしそうにノートを差し出す姿は、純粋でかわいらし

かったです。また午後のスポーツでは、バスケやサッカー、竹馬などをし、言葉が通じなくてもこんなに

も気持ちが伝わるスポーツのすばらしさを改めて感じました。また、この学校の生徒と先生の関係はとて

も羨ましいものでした。先生が子どもと同じように走り回ったり、笑ったり、悔しがっている様子はまる

で仲の良い友達同士のようで、見ていてとても心が穏やかになりました。そして、私にとって一番印象的

だったこと。帰るときひとりの女の子が駆け寄ってきて、òあなたたちのことは一生忘れませんóと言ってく

れたことでした。たった数時間、一緒にいただけなのにこんなにも嬉しい言葉をもらい、とても心に響き

ました。私たちにとっても、すごくすごく大切な時間になりました。（大平真穂） 



４ ◖fi♥fi♠ 

ᵕ  ◘♇◌כ  
まず、タイのサッカー事情についてご紹介します。タイは FIFA ランキング 111 位(日本は 42 位)、プロリ

ーグも存在しています。民間レベルでもサッカー熱はあつく、今回の渡航中に何度もマンチェスターユナイ

テッドやチェルシーなどのレプリカユニフォームを着た人が道を行き交うのを目にしました。 

 

つぎに、私たちが現地で楽しんできたサッカーについてです。

今回の渡航では、行事として 2 回もサッカーをすることが出来

ました。1 回目は渡航 3 日目に、その日訪問した学校の生徒と

の対戦。相手チームは皆揃いのユニフォームを着ていて、グラ

ンド横のスタンドにはたくさんの生徒が試合を見るために集

まっていました。試合展開は、パスを回して攻撃を組み立てる

我々GLOBE PLOJECT チームに対して高校チームはカウン

ターを中心とした攻め方。最終的には高校チームの逆転勝ちで

したが、一進一退の内容に、我々のみならず試合を観戦していた生徒たちや先生までもが大興奮でした。 

 

2 回目は渡航 4 日目、相手は 2 日目からお世話になっている PRO の方々でした。

団体同士で既にたくさん交流が出来ていたので、試合もとても楽しいものになりま

した。やはりここでもヨーロッパのクラブチームは人気があって、PRO の方々の中

でも特にプレミアリーグのユニフォームを着ている人が目につきました。結果は

GLOBE PLOJECT チームの勝利。試合後にはお互いの健闘をたたえあい、まるで

日本代表として国際試合を戦ったかのような気分でした。今回の渡航中にプレーし

たタイでの 2 回のサッカーを通して、私たちは「楽しむことに国や地域は関係ない」

という事を生の感覚として掴み、そして日本に持って帰ることが出来たと思います。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-- 

-9- 

サッカーって、もっともっと楽しいものじゃない！？気軽にできるものだよね！？ 

カンボジアで色々な人とサッカーをしたし、色々な場所でサッカーをしている場面も何度も見てきまし

た。 

これからの話は、渡航メンバーのみんなと別れた後に３人で少し残って滞在した時の話だ。３人で電車

に乗ることになり、電車の待ち時間が２時間もあったので、ホームで２人の子供とサッカーをした。２人

とも裸足だったので、僕も裸足になって子供の体を持ち上げてボールを奪ったり笑いながらサッカーをし

ていた。電車が来るアナウンスが流れたからバイバイして別れようしたら、親のようなおばさんが近づい

てきて手を差し伸べてきた。握手だと思って（外国人かぶれになっている）手を出したら、その手をはら

ってこう言っていた。「１ドルプリーズ」２人の子供とボールを指し、「遊んでやったのだから金を出せと」

言われた。なんか違くない！？サッカーって単純で、みんなが楽しんで帰って行くからまたやろう！って

なるんだよね！？ 

でも、そこにはサッカーを純粋に楽しめない現状があった。(丸山真平) 

 

 



４ 現地視察コンテンツ 

ᵖ  ◌fiⱲ☺▪  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 現地視察コンテンツ 
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カンボジアでの二日間は、自由行動でした。タイでは、様々な活動を通して地雷問題に向き合いましたが、 

カンボジアでは、それぞれが一個人としての視点から、カンボジアという国をながめることができました。 

日本でカンボジアというと、貧困やエイズ、地雷など暗い面ばかりが強調されますが、実際に訪れると、

人々がのびのびと穏やかに暮らしている印象を受けました。ゲストハウスのスタッフさんやトゥクトゥク

の運転手さん、遺跡で会った子供、みなよく笑っていました。しかし、その傍らにはやはり様々な問題が

あって、物乞いの人や足のない人をカンボジアではよく見かけもしました。 

空の青さも緑の濃さも朝日の輝きも、人の温かさも、ゆったりとした時の流れも、そして地雷の問題も、

私にとって、その全部がカンボジアです。今回、一人ひとりが見つけた、自分にとってのカンボジアのた

めに、自分ができることがあること。そして、カンボジアと自分がつながっていること。それを忘れずに、

あるカンボジアの人が言った「地雷？なくなったらハッピーだね。」、その言葉を実現していきたいと思い

ました。（花宮香織） 

 

 



. ₴↓ ᷂ ό Ὣ  ̂  
 

GLOBE PROJECT は大会で上げた収益と、携帯クリック募金を連動させて、現地地雷除去団体 PRO

に寄付金を渡しております。フットサル大会ではコートと同面積分の地雷除去費用を、クリック募金で

は集まった額の２割の団体管理費を除いた８割を寄付金としています。以下はその内訳です。 

 

 

◆フットサル大会による寄付 

第６回大会  186,000  

第７回大会  110,360  

第８回大会  165,540  

合計   461,900  

 

◆携帯クリック募金による寄付 

クリック募金（3 月分）  94,556 

クリック募金（4 月分）  36,944 

クリック募金（5 月分）  44,755 

クリック募金（6 月分）  32,640 

クリック募金（7 月分）  12,958 

合計      221,853 

８割   177,482 

 

◆総寄付額 

 

合計 639,382  

 

両替分 639,166 円⇔170,900 タイ・バーツ  

レート １バーツ 3.74 円 

あまり 216 円 
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☻ⱳfi◘כ   
 

 

●球舞 

球舞―CUBEーは、“すべてはサッカーのために”を合言葉に、フ

リースタイルフットボールというジャンルを確立。政界唯一のサ

ッカーと音楽との融合というスタイルを持ち、日本だけでなく世

界にまで活動の分野を広げているフリースタイルフットボール

界の日本代表。球舞は第１回 GLOBE CUPから、ゲストとして

GLOBEPROJECTを全面的にサポート。 

また、メンバーの一人であるインディさんは渡航に参加。globe

メンバーとともにタイを旅し、学校の子どもたちなどにパフォー

マンスを魅せた。 

 

●アサップ 

2000 年 9 月設立。「モバイル時代の新しいò遊びóの創造」 をモットーに、携帯

電話をはじめとしたモバイル端末でのエンターテインメントを追求。携帯を利

用して「いつでも・どこでも」「楽しいこと」を提供する。GLOBEPROJECT においてはクリック募金

の提供。渡航では、3 月からクリック募金で集めた資金の八割である 190,092 円をＰＲＯへ提供した。 

 

 

●DALPONTE 

1930年サッカーボールの製造工場として開業。サッカーシュー

ズ・インドアシューズなどを扱うメーカーとなる。 

大 会 に お い て は 優 勝 賞 品 と ビ ブ ス を 、 渡 航 に お い て は

GLOBEPROJECTとのコラボレーションＴシャツ 25 枚を提供。Ｔ

シャツは PROの方々、学校の方々へ。 

 

 

 

 

●SFIDA(株式会社イミオ) 

2005年に、高品質な手縫いサッカーボールの製造からスター

トした東京発のフットサル・サッカー用品ブランド。六角形

と五角形の組み合わせで球体へと連なるサッカーボールとい

うメカニズム。2008年 4 月の第 7回 GLOBE CUPより試合球並、

優勝賞品などのボール提供。渡航においてはサッカーボール５個提供。ボ

ールは、アンコールワットやタイとの国境に住む子供、学校へ。 
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今回の渡航は、僕にとって「自分のちっぽけさ」と「楽しむことの大切さ」を知る旅でした。

地雷原や被害者の方を目の前にし、また地雷だけでなく貧しい生活の一部も垣間見ることがで

きました。初の海外でもあった僕にとって、世界というものの広さが少しだけわかり、またそ

れに対して自分ができることの小ささを感じました。考えても、考えても、それに対して自分

は何をしたらいいのかわからなくなるときもありました。でも、案外現地で暮らす人は楽しん

でいるところもあるようなことに気がついたんです。なら、その「楽しむ」ことを問題解決の

一歩につなげている僕らの活動は決して意味がないわけじゃない。やらないならやったほうが

いい。楽しくて、意味があるんなら、やるしかないじゃないか。そう強く感じた、渡航でした。 

“地雷”って頭では理解していたのに、どこに埋まっているのかわからないと案内していただ

いた地雷原では、万が一踏んでしまったらこの足が飛ばされてしまう恐怖を、実際歩いている

のに全く感じられませんでした。今、あの時の事を思い起こしてみると、恐怖を感じられずに

過ごしている日常が一番恐ろしいことなのだなと、考えさせられています。そして、改めて人

間を大好きになりました。何の罪もない人達がこれから先誰ひとり苦しんでほしくありませ

ん。だから私は、これからも GLOBE メンバーとして活動していきます。 

 

「豊かさ？」今回の渡航を通して一番考えたこと。自分の持っていた価値観や常識が覆される

出来事に遭遇し、幾度となく揺さぶられた。また、自分が今まで思っていた幸せという概念の

ほぼ対極の生活をする人々を見て、「人には、一人一人それぞれの幸せがある」というのを身

を持って実感した。しかし同時に、それは平和や安全が最低限保証された上での話だという現

実を知った。この先、自分達の活動が巡り巡り一人でも多くの人が少しでもハッピーになれた

らいい、自分達が楽しんだ結果がそれにつながるとしたら最高に幸せだ 

渡航に行き、タイ・カンボジアへの印象が大きく変わった。向こうでは広大な田んぼの上に牛

が放牧されている風景が普通で、これは想像してたけれど、一方、都市部では DVD レコーダ

ーの広告やインターネットカフェまであり、これには大変驚いた。地雷の被害にあうのは、地

雷があるのがわかりながらも危険地帯に入らなければいけない貧しい人が多いそうだ。 

貧富の格差を解決するのはその糸口さえ大変難しいだろう、私達でも少しずつなら地雷を撤去

していくことに貢献はできる。 

非常に感謝されてることを感じ、命をかける除去員の強さに尊敬の念を抱き、この活動を広め

ていきたいと強く実感した初めての渡航だった！ 



╕╒ 
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10 日間の旅は予想以上にあっという間で、今までにないくらい充実したものになった。長い

移動、夜遅くまでのミーティング、よく考えたら大変なことなのにこの旅ではどれも新鮮。旅

で見たＰＲＯの活動も、地雷も子どもの笑顔も、言葉にならないくらいキレイな景色も、見る

と自然と自分の中に伝わってくるものがあった。幸せってなんだろうとか、毎日毎日いろんな

事と向き合って考えることが出来た。今の地雷の現状を変えるなんて大きなことは言えないし

出来ない。けれど、グローブがこの旅で出会った人たちが困ったときに、一緒に悩んで一緒に

考えていけるような存在になれたら素敵だなと思う。 

現地で、地雷被害者の方や、地雷除去の活動が実際に存在しているということに、不思議な感

覚を味わった。事前にそれらのことについて多くの情報を得てはいたが、それはあくまで本の

中、テレビの中の世界の話のような気がしていた。しかし、実際に地雷被害者の方がいて、地

雷除去に汗を流している方がいる。今までリアルに感じられなかった事実が、確かに自分達の

世界とつながっている。そして、自分が、ＧＬＯＢＥがやってきたことが、確実に誰かに届い

ている。それを強く感じた現地視察だった。 

 

 

おかげさまで、私達と皆さんの成果をＰＲＯの方に渡し、現地の様子を見てくることが出来ま

した。 

私自身今回二回目の現地視察を終え、本当に物事が少しずつではありますがいい方向に転がっ

ていることを実感してます。本当に全ての人に感謝です。有難うございます。 

私は他人の考えに興味を持てない人間だった。そんな私にとっての「世界」が、自分が触れた

事のある物の範囲内でしかなく、あまりにも小さい物である事に大学生になって初めて気が付

いた。そんな中での今回の渡航だったのだが、もちろん海外での経験に刺激を受けたし、経験

も広がった。しかし、それ以上に私にとって有意義だった事は、渡航中何度も開かれたミーテ

ィングを通して他人が感じた事の面白さに気付けた事だと思う。今後は、自分一人では感じる

事の出来なかった物も取り入れて更に自分の「世界」を広げていきたいと考えている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下村幸平 

早稲田大学２年 

 

 

 

砂川翔子 

立教大学２年 

立教大学２年 
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「実際見ないと分からない」テレビやネットを通して伝わってくる世界の何処かの“現状”に

対してこんなことを言う人は沢山いる。でも、僕に言わせりゃ「実際見たって分からないこと

だらけ」だ。文化も思考も置かれている状況も全く異なる世界。そこで見たものは、やっぱり

うまく飲み込めなくて、上手に言葉にすることは出来ない。それでもそれを表現するために、

残された手段は“行動”しかない。お客さんがハッピーになれる大会を作り上げる。その過程

で自分の中に残ったあらゆる出来事を一つ一つ拾い集めて、そこで出来上がったものがもし誰

かの心を動かしたとしたら、そこで始めて一つの『意味』が完結するのかな、なんてそんな風

に思っています。 

現地で感じたこと、たくさんあります。でも、感情はナマモノです。感じたことは、ほってお

いたら腐って消えちゃいます。それは、もったいない。日本に帰ってきてからが勝負です。ど

れだけ、感じたことをもとに行動にうつすことができるか。感じたことを形にすることができ

るか。その過程で、感情を維持あるいは大きくできるか。このでき具合によって、僕の人生に

おいての現地視察の価値が大きく変わると思います。１０年後ぐらいに、「あの時、あそこに

行ったから、今の僕がある」って言いたいです。 

 

渡航中、幸せって一体なんだろう？と何度も思いました。現地の自然を見て感動し、幸せだ

なと思いました。しかし、彼らにはその光景は日常にあってでも地雷という目には見えないも

のと共に生きています。答えは今も見つからないし、見つかるものではないと思いますが、渡

航中に現地の何人かにした『地雷がなくなったら幸せ？』という質問に対する『うん、とても

幸せ』という答えを聞けた、それだけでこの渡航に参加した意味があるような気がしました。

これからも楽しむことが誰かのために、を貫いて活動していきたいと強く思いました。 

 

僕が GLOBE PROJECT に出会ったのは 2 年前。当時は代表の菅原聡と副代表の澤村洋平、

林鉄朗他、本当に数えるほどのメンバーでミーティングを行っていた。これからやろうとして

いることに夢を膨らませる一方、現地に行ったことのなかった僕は、地雷原のある世界をリア

ルなものとして捉えることが、いまひとつ出来ていなかった気がする。あれから 2 年経ち、よ

うやく僕は現地視察に行くことができた。現地の光景を見て、PRO という素晴らしい地雷除

去団体の方たちとも交流することができ、「自分たちの活動はここにつながっていたんだ」と

いう実感を持てた。自分たちの行っている活動はすごく小さなものなのかもしれないけど、こ

の実感が持てたときに、GP に関わってきて本当に良かったと思った。 

 



トランティ英輝 

首都大学２年 

 

 

 

 

 

トランティ美佳 

慶応大学３年 

 

 

西側達哉 

早稲田大学２年 

 

 

 

 

 

西側達也 

早稲田大学２年 

 

 

 

 

 

 

 

花宮香織 

早稲田大学２年 
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今回の渡航で一番感じたのは自分の世界の狭さ。これまで見てきた世界の中で自分が見てきた

ものがすべてだと無意識のうちに考えていたということを目の前に突きつけられた思いであ

った。PRO の方の強い決意。全く見ず知らずの僕たちを最高の笑顔でもてなしてくれる中学

生たち。地雷被害者の方の一つ一つの言葉。そしてタイ、カンボジアの風景。すべてが衝撃を

僕に与えてくれ、そしてそれが僕に月並みな言葉ではあるが、世界は広いということを思い知

らせてくれた。今回の渡航は僕にとって原体験となるであろう 

まず、このレポートだけでは渡航について理解できないでしょう。俺の文章力では他人に決

して伝えきれない経験、それほどの経験でした。現在渡航から２ヶ月が経ちます。日本とい

う一見恵まれているような実は恵まれていないかもしれない国の住民として、渡航以前と変

わりのない生活を送っています。物事を違う見方でみるとき人はレンズを換えます。レンズ

は決して同じものは存在せず、数も人それぞれです。俺はこの渡航を経て新しいレンズを手

に入れました。常にそれを通して見てはないが、経験からしか得ることのできない大切なレ

ンズです。俺はこれを一生大切にすると思います。 

 

“楽しい”“嬉しい”“気持ち良い”そんな単純だけど強い思いの大切さを思い出させてくれ

た旅でした。と共に、様々なことに対して素直に感謝することのできた 10 日間でした。この

感謝を自分の行動で返したい。この旅で得たものをいつまでも忘れずに、日本での活動を続

けていきたいと思います。そして、さらにまた素敵な出会いをしていきたいです。 

★ありがとう★ 

 この言葉を本当にたくさん感じることができた旅だった。何対して？誰に対して？と聞

かれるともう言い切れないぐらいたくさんのことに対してだ。とにかく今はすべての巡りあ

わせの中で、今 GLOBEPROJECT のメンバーとして 2 年目の活動ができること、そしてま

た PRO さんに会いに行くことができたことを本当にうれしく思った。昨年メンバーと来年も

絶対に来ます！と言った言葉を実行できたことがとても幸せだった。 

今年現地に行くことができた、それはつまり GLOBEPROJECT が確実に前へ進んでいると

いうこと、そして私たちメンバーが 1 年間活動を行ってきたということの証といえるだろう。

また、それができたことは参加者の方をはじめ、GLOBEPROJECT を応援して下さってい

る全ての方々、現地で地雷除去をして下さっている PRO の皆さん、そして今一緒に活動をし

ているメンバーのみんながいたからだ。本当に、本当にありがとう。 



 

 

久野心平 

東洋大学３年 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島創太 

早稲田大学２年 

 

 

 

丸山真平 

 

 

 

丸山弘 

日本大学２年 
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リアルを知りたい、本当の意味でこの活動のモチベーションつくりたいと向かった視察は衝

撃の連続だった。価値観が違いすぎて理解できない事がいっぱいあり、特に被害者の話を聞

いた時は、思考が停止し、感情を言語化できなくなった。>ただ、そんな彼らはみんな表情

豊かで綺麗な笑顔をしていた。たくさん遊び、友達になった。そんな人達がもし生きていく

上で不便を被る地雷っていう物をなくせるなら、なくしたい。 

>みんな仲間で、仲間の不幸はみんなの不幸。っていうそんな単純な『リアル』にいきつい

た。だから自分は地雷を、しかも楽しむ事でなくしたい。 

 

「ユーハッピー？」 「ジライ、ナクナル、ミンナハッピー」「なにをしててもなんか悲しい」 

 今でもその時の情景が浮かんでくるほど覚えている言葉である。 

 あっ、もうひとつあった。「ポイぺトまで行く」（笑）まぁ～冗談は置いといて。 

 この言葉達は一生忘れることはないであろう。 ぼくはハッピーだよ！今がサイコーに楽し

いよ！！と言った。 だけど、ハッピーになれない人がそこにはいることを知った。 

 地雷って、すべてを一瞬で、生きる力、楽しむ力を無くすものだった。 

 うん、一つでもいいから地雷を無くしたいと強く思った。 

 

物売りや物乞いの子達は、子供なのに営業スマイルをする子も中にはいます。それはとても

残念なことです。でも何かに夢中になっている時は本当に楽しそうに笑います。どんな場所

にもその人にとっての大切な夢や大好きなことがあります。それを守っていきたいと思いま

した。 

この旅は私にとって 2 回目。去年と同じ場所、同じ空気、同じ景色。だけど感じるものは去

年とはまったく違った。そしてこの旅で私は見て、聞いて、話して、感じて、自分に関わっ

たすべてに‘感謝‘の気持ちでいっぱいだった。自分がやっている GLOBE の活動も PRO

がいなければ成り立たない。メンバーのみんながいなければ語り合うこともできない。カン

ボジアの食堂にミナウっていう犬がいなかったらあの場所で優しい気持ちにもなれない。今、

自分が楽しんでいること、悲しんでいること、悩んでいること、起こっていること。それは

‘何か‘を通してしか感じることができない。私はそれについて考える、すごく考える。そ

して新しい自分に出会えたりする。本当に今の自分があるのは私に関わったすべてのおかげ。

本当にありがとう。 


